
（２）自主財源・依存財源別比較 

  収入済額に占める自主財源の構成比は３８．６％、依存財源の構成比は６１．４％

となっており、前年度に比べて自主財源の構成比が１０．５ポイント減少している。 

 

自主財源・依存財源比較表

収入済額 収入済額 増減額 増減率

Ａ Ｂ Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

自主財源 190,924,456,076 38.6 213,208,603,024 41.8 △ 22,284,146,948 △ 10.5

県税 85,796,648,374 17.3 90,688,124,679 17.8 △ 4,891,476,305 △ 5.4

地方消費税清算金 15,858,051,267 3.2 15,996,306,941 3.1 △ 138,255,674 △ 0.9

分担金および負担金 3,440,804,724 0.7 3,357,643,273 0.7 83,161,451 2.5

使用料および手数料 3,750,461,551 0.8 3,789,877,178 0.7 △ 39,415,627 △ 1.0

財産収入 941,047,894 0.2 907,268,603 0.2 33,779,291 3.7

寄附金 103,586,267 0.0 39,530,381 0.0 64,055,886 著増

繰入金 28,715,913,584 5.8 20,362,364,306 4.0 8,353,549,278 41.0

繰越金 6,468,421,761 1.3 5,628,121,208 1.1 840,300,553 14.9

諸収入 45,849,520,654 9.3 72,439,366,455 14.2 △ 26,589,845,801 △ 36.7

依存財源 303,867,490,155 61.4 297,401,210,314 58.2 6,466,279,841 2.2

地方譲与税 12,022,008,285 2.4 11,651,389,027 2.3 370,619,258 3.2

地方特例交付金 947,726,000 0.2 1,138,051,000 0.2 △ 190,325,000 △ 16.7

地方交付税 132,291,331,000 26.7 123,397,890,000 24.2 8,893,441,000 7.2

交通安全対策特別交付金 284,896,000 0.1 293,608,000 0.1 △ 8,712,000 △ 3.0

国庫支出金 73,587,528,870 14.9 71,492,272,287 14.0 2,095,256,583 2.9

県債 84,734,000,000 17.1 89,428,000,000 17.5 △ 4,694,000,000 △ 5.2

494,791,946,231 100.0 510,609,813,338 100.0 △ 15,817,867,107 △ 3.1

　（注）構成比については、各項目毎に四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。
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 ① 自主財源について 

   自主財源の収入済額は１，９０９億２，４４６万円で、前年度に比べて２２２

億８，４１５万円（△１０．５％）減少している。 

   これは、繰入金が８３億５，３５５万円、繰越金が８億４，０３０万円増加し

た半面、前年度に公営企業会計の電気事業会計清算金を引き継いだことなどによ

る一時的な増加の影響により、諸収入が２６５億８，９８５万円減少したことに

よるものである。 
  

② 依存財源について 

   依存財源の収入済額は３，０３８億６，７４９万円で、前年度に比べて６４億  

６，６２８万円（２．２％）増加している。 

   これは、県債が４６億９，４００万円減少した半面、地方交付税が８８億９，

３４４万円増加したことによるものである。 


